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研究成果の概要（和文）： 

自閉症スペクトラム障害者における自己の確立を支援するという立場から，自伝的記憶が形

成される過程の中でも特に，他者との関係性の中での体験や心情の理解が反映される場面の想

起として，「気まずさ」場面に着目した研究を行った。小学生から成人までの定型発達者および

自閉症スペクトラム障害者を対象に調査を行い，自由回答をカテゴライズして分析し，自閉症

スペクトラム障害者ならではの「気まずい」体験または心情の想起について検討した。 

 
研究成果の概要（英文）： 

 People with autistic spectrum disorder （ASD）  and normally developing people 

participated in interviews to express their experience of feeling awkward, embarrassed, or 

uncomfortable （called “KIMAZUSA” in Japanese）. The present study aimed to investigate 

how the people with ASD recall their experiences and emotions in relation with others, 

create meanings of them, and construct their autobiographical memories.  

 

 

交付決定額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２０１０年度 1,200,000 360,000 1,560,000 

２０１１年度 1,060,000 318,000 1,378,000 

年度    

年度    

  年度    

総 計 2,260,000 678,000 2,938,000 

 

 

研究分野：社会科学 

科研費の分科・細目：特別支援教育 

キーワード：自閉症スペクトラム障害，自己 

 
１．研究開始当初の背景 

 

 自閉症ス ペクトラ ム障害 （ Autistic 

Spectrum Disorder；以下 ASD と略記）者は，
対人的相互反応やコミュニケーションに質

的な障害がある（APA，2000）ことから，他
者との関係性の構築や維持に困難を示す。そ
のため，本来，社会的な経験や活動の過程に
おいて他者と関係を形成することによって
発達する自己（Mead，1934）のありように
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も特異性を示す。特に，思春期・青年期の
ASD 者が，自分自身の異質性について不安や
疑問を感じること（Kanner et al.，1972 他）
や，自己の存在意義を見出せない悲しみや苦
悩を抱くこと（Williams，1992 他）が指摘
されてきた。よって，ASD 者がどのように他
者との関係性の中で自己を確立するかをと
らえ，彼らへの支援を考えることが今日急務
である。 

そのような ASD 者がどのように自分自身
を理解しているのか，また，彼ら・彼女らに
対して自己の形成を促進する心理臨床的支
援方法について研究をすすめる中，ASD 者が
自分自身の過去の体験や出来事を想起する
場面に多く立ち会ってきた。そのような中で，
ASD 者には，そもそも自己を形成するための
体験を記憶・想起する際の特異性があるので
はないかという疑問が生まれ，今回の研究に
おいて ASD 者の自伝的記憶の側面に着目す
るに至った。 

 

２．研究の目的 

 

本研究にて着目する自伝的記憶は，「主体
的・個人的な体験の記憶であり，体験したと
きの心的状態の記憶を含む」（Wheeler et 

al.,1997）ものである。このような記憶が基
となり，自己についての理解が進むと考えら
れるが，自伝的記憶およびその想起に特異性
があることは，そこから出来事や体験を解釈
し総括して自己を概念化する作業にも影響
すると考えられる。 

ASD 者の自伝的記憶に関する先行研究で
はこれまで，記憶そのものの歪みや被暗示性
は大きくないものの，記憶の想起自体が少な
いこと（Bruck et al.,2007）や，ASD 者の記
憶の内容には視覚的イメージが多く含まる
こと（Hulbert et al.,1994），さらに，言語と
いう手段により彼・彼女らの自伝的記憶に関
す る 表 現 が 制 限 さ れ て い る こ と
（Boucher,1981；Boucher & Lewis,1989）
などが指摘されてきた。 

しかし，現在の自己の形成に関わる彼ら・
彼女ら自身の自伝的記憶について，他者との
関係性という視点からどのように記憶され
ているものなのかを検討した研究は見当た
らない。前述のように，他者との関係性に困
難を示す ASD 者であるからこそ，彼ら・彼
女らが他者との関係性をどのようにとらえ，
それをどのように自己に反映させているの
かをふまえた支援を考えていく必要がある。
そのためにはまず，他者との関係性の中での
自己の体験や心情の想起に着目することが
必要である。 

以上より，ASD 者がいかに他者との関係性
の中で自分自身の体験や心的状態を記憶し
ているかという視点から，調査を行うことと

する。ASD 者の自己理解の特徴として，他者
との相互的な関係性の中で自己を否定的に
とらえやすい傾向（滝吉・田中，2011）が指
摘されている。よって，他者との関係性の中
での体験や心的状態が，現在の自分に対する
理解として反映されやすい場面として，他者
との間の微妙な空気や雰囲気を読むことが
要求される「気まずさ」に着目する。「気ま
ずさ」は，他者との関係性やそのとき自分自
身がおかれた状況によって多様に変化する。
特に，コミュニケーションに異質性が指摘さ
れる ASD 者にとっては，独特の場面解釈が
されている場合が多いことが予想される。
ASD 者が自身の気まずい体験や心的状態を
どのように記憶し表出するのか検討するこ
とは，彼ら・彼女らが他者との関係性の中で
自伝的記憶を創造していくプロセスについ
ての一つの見解を示すことにつながるであ
ろう。 

 

３．研究の方法 

 

（1）対象者 

①定型発達群 

小学生 27 名，中学生 383 名，高校生 98

名，大学生以上 29 名の計 537 名。 

②ASD 群 

ASD 者 22 名（小学生 1名, 中学生 1名, 高
校生10名，高卒以上10名）（平均VIQ93，PIQ84，
FIQ87）  
 

（2）手続き 

「あなたが“気まずい”と感じるのはどう
いうときですか？」「そのときの体験や気持
ちをできるだけ詳しく教えてください」とい
う質問への自由回答を，面接または質問紙で
求めた。ASD 群はほぼ全員が面接であった。
定型発達群においては，質問紙への回答内容
を調査者が詳しく聴取する形で，可能な限り
面接を行うようにした。回答数に制限はなく，
自由に思いつくことをすべて答えてもらっ
た。 

 

（3）分類方法 

まず，定型発達群の回答について，斎藤
（2009）に基づく 10 カテゴリーを用いて分
類を行った。評定者 2 名の一致率はκ=.57 で
あり，分類の不一致や不明の回答については，
改めて分類枠を見直し精緻化を行った。その
結果，837 個の回答が 12 のカテゴリー（Table 

1 参照）に分類された。次に，それらの 12

カテゴリーを用いて，ASD 群において得られ
た 53 個の回答を分類した。評定者 2 名の一
致率はκ=.90 であり，不一致については協議
を行い分類を決定した。分析に関しては，両
群の結果を用いて比較を行った。 



 

 

 
 
４．研究成果 
 
（1）定型発達群 
 年齢群とカテゴリーで4×12の分割表を作
り，Fisher の直接法を行ったところ，有意差
が示された（χ2（1）=281.53, p<.001）。結
果を Table 2 に示す。 

①小学生 
ホフマン(2001）によれば，児童期は，他

者に起きたことへの共感的反応として自分
の感情を理解し始め（6～7 歳），他者の感情
がその人の最近の経験に影響されることを
理解し始める（9～10 歳）時期である。この
ような感情認知の発達段階が，「ネガティブ
感情への遭遇」を気まずいと感じることに影
響していると考えられた。つまり，他者が怒
りや不安などのネガティブな心的状態にあ
ることへの気づきが，自分自身の怒りや不安
につながり，そのような気持ちを気まずさと
して認識していると考えられる。 

また，嘘がばれるなどの「不都合」な状況
や，失敗などの「想定外の言動」に直面した
場面についても，小学生は気まずさを感じや
すいことが明らかにされた。このことは，恥

の意識と関連が深いと考えられる。塙・小松
（1999）によれば，児童期は，学業に関する
失敗，教師の叱責，他者からの注目などを恥
と感じやすい傾向にある。そのような場面で
の恥の意識の感じやすさが反映された結果
といえる。 
 

②中学生 
中学生は，「雰囲気を乱す」「失言・意地悪」

「図々しい」などの場面に関する言及が多く
示された。田中（1984）は，交友活動の発達
的変貌に関して以下のように指摘する。小学
生の段階では，仲良し集団に仲間として受け
入れられることで満足するのに対し，中学生
の段階では，自分の不安な心理状態に対応し
てほしいという内的欲求が受け入れられる
ことで満足する。このことから，中学生は，
友人との心理的つながりを求め，「仲間」「集
団」としての言動に重要性がおかれやすいと
いえる。よって，他者との調和を見出す行為
としての，「雰囲気を乱す」「失言・意地悪」
「図々しい」などの行為に「気まずさ」を感
じやすいと考えられた。 
 
③高校生 
高校生では，「他者の存在」「性・恋愛」に

関する言及が多くみられた。落合ら（1993）
によると，高校生は，物理的な生活空間の広
がりとともに，接触する人間関係の拡大，お
よび，異性への興味関心と実際の体験（恋人
関係やデート経験など）割合が高まる時期で
ある一方，孤独を感じやすい時期である。異
性への興味関心が高まることで「性・恋愛」
に関する「気まずさ」を認識しやすくなると
考えられる。また，全体的に人間関係に敏感
になることで「他者の存在」に関する「気ま
ずさ」を認識しやすいものと考察される。 
 
④高卒以上 
大学生や一般社会人を対象としたこの年

齢群では，「関係性」についての言及が最も
多く示された。他者との複雑な「関係性」が
絡み合った状況の中で起こる感情を認識す
ることで「気まずさ」を感じるといえる。つ
まりは，メタ認知的な共感が可能になる成人
期（ホフマン，2001）ならではの「気まずさ」
であるといえるだろう。 
 
（2）ASD 群 
ASD 者および定型発達者の回答数について，

障害の有無，年齢群（高校以下・高卒以上），
カテゴリーの 2×2×12 の分割表を作り，対
数線形モデル分析を行った。その結果，障害
の有無（χ2（1）=4.23, p<.05），年齢群（χ
2（1）=10.67, p<.01），カテゴリー（χ2（11）
=124.18, p<.001）の各主効果が有意であっ
た。さらに，年齢群とカテゴリー（χ2（11）

Table 1 「気まずさ」に関する 12 のカテゴリー 

Table 2  定型発達群における分析結果 

*p<.05, **p<.01 

※（ ）内は調整済み残差 

 



 

 

=109.90, p<.001），障害の有無とカテゴリー
（χ2（11）=45.18, p<.001）の各交互作用も
有意であった。障害の有無とカテゴリーの交
互作用を Table 3 に示す。 

 

 
まず，「字義どおり」「感情のズレ」「図々

しい」などのカテゴリーに分類される回答が，
ASD 者の場合には皆無であったことが注目に
値する。このことは，ASD 者がこれらの場面
に対する「気まずさ」を感じにくいことを意
味しているといえる。ASD 者が他者と同じ場
面を体験し，相手がこれらのカテゴリーに基
づくような心情を体験していたとしても，
ASD 者はその相手の心情に配慮した形で場面
を記憶しにくいことが示唆される。 

次に，ASD 者は「不都合」に関する「気ま
ずさ」を認識しやすいことが明らかにされた。
このことは，「聞きたいのに聞けない」「わか
らないのにわからないと言えない」など，自
分自身ができないことやわからないこと，苦
手なことなどについて，それを相手に表出し
にくいと感じる体験の多さを示していると
いえるだろう。今回対象とした ASD 者の多く
が，思春期・青年期に属していることから，
学校での勉強や，職場での技術など，指導さ
れる場面を日常的によく体験し，その中で自
分自身の能力に対する評価を受ける体験も
多く積み重ねてきていることが推察される。
そのような環境の中で，他者に対して指導を
仰いだり，自分自身のわからなさを表出した
りするなどの発信に対する抵抗があること
がうかがわれた。 

その他，年齢群と障害の有無との交互作用
がなかったことから，ASD 者と定型発達者と
の間で，「気まずさ」の認識について明確な
発達差があるとはいえない。また，今回の結
果から，ASD 者は社会的失言（Faux Pas）を

「気まずさ」として認識しにくいとはいえな
いことが明らかにされた。このことは，先行
研究（Baron-Cohen, et al., 1999）の知見
に合致しない。これらのことに関しては，さ
らなる検討の余地があるといえるだろう。 
今後の検討課題として，ASD 者の対象者，

特に，小中学生を追加したデータの分析が必
要である。また，「不都合」に関する「気ま
ずさ」を認識しやすい特徴についても，学業
や就労場面で自分自身のできなさを認識し
やすい高校生以上のASD者ならではの特徴な
のかどうか，更なる検討が必要である。加え
て，今後は，ASD 者における「気まずさ」の
認識の違いに関する発達的様相を検討する
ことも課題である。 
以上の結果をもとに考えられるASD者に対

する臨床的支援として，以下のことがあげら
れる。まず，ASD 者は「気まずさ」全般を認
識できないわけではない，という意識を，か
かわり手がもつことが重要である。そのうえ
で，ASD 者にとってなかなか認識されにくい
「気まずさ」（字義通り・感情のズレ・図々
しい）については，具体的な場面に基づきわ
かりやすく説明し理解を促すこと，認識しや
すい「気まずさ」（「不都合」）については，
過度に自尊心が低下しないよう配慮するこ
とが必要であろう。 
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